
2021 年 12 月 15 日 

日本電通株式会社 

IT ソリューションズ事業部 

 

 
Apache Log4jの任意のコード実行の脆弱性（CVE-2021-44228）の 

弊社販売製品への影響について 
 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

JPCERT より 2021 年 12 月 11 日に発表されました「Apache Log4j の任意のコード実行の脆弱性（CVE-2021-44228）に関する 

注意喚起につきまして、弊社（日本電通グループ）販売製品（下記）への影響についてご報告いたします。 

 

記 

 

＜対象のサービス名称＞ 

 

 AI チャットボット CB3 

 AI チャットボット CB4-人事・総務 

 AI チャットボット CB4-商蔵奉行クラウド 

 建設業原価管理システム シーツーエグゼキュート 

 Tsunagu for 奉行 

 

＜Log4j利用有無の影響＞ 

 

 対象製品の各サービスの一部処理で Log4j を利用していますが、直接的に外部のデータ処理とは関わらない用途であるため、

本脆弱性の影響がないことを確認済です。 

 

＜本件に対するお問い合わせ先＞ 

 

 本内容についてご不明な点がございましたら以下のメールアドレスへお問い合わせください。 

 ↓お問い合わせメールアドレス 

Itsol_1@ndknet.co.jp 

 

以上 

https://www.jpcert.or.jp/at/2021/at210050.html
https://www.ndknet.co.jp/business/cb3/
https://www.ndknet.co.jp/business/cb4-jinji/
https://www.ndknet.co.jp/business/cb4-akikurabugyo/
https://www.ndknet.co.jp/business/c2/
https://www.ndknet.co.jp/business/tsunagu/

